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本日の内容

�事業概要

�17/3期 業績

�中期経営計画ローজングプছン

2



3

■事業概要



会社名 䜸䜹䝎䜰䜲䝶ン株式会社

設立 1960ᖺ9᭶1日䠄創業䛿1938ᖺ䠅

ᮏ社 大阪市港区海岸通4目1番18号

売ୖ高 13,113百万䠄䇺17/3期ᮎ䠅

資ᮏ金 1,473百万

決算期 3᭶31日

従業員数 䠎䠍䠎名

事業ෆ容 建設機械䛾製造䚸販売䚸修理

発行株式総数 7,228,700株

ୖ場市場 東証୍部䠄6294䠅

会社概要

كー17/3期ق
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主力商品

解体アἑッἓἳンἚ
ί油圧ショベἽ先端部分ὸ

ビ䝑䜽䝞䝇

䜴䝑䝗ホ䜾

環境機械
ί木材破砕機ὸ
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大割機 ᵲᵱ-WBἁラッシャー



協力工場

事業概要

製造子会社
Ⅰアイ∎ンテックⅡ

Ⅸ国内販路Ⅹ
∝⇝∍⇿∑メ∞⇑∞
∝−ンタ∑業者
∝エンド∌∞⇜∞

Ⅸ海外販路Ⅹ
∝米国子会社

ⅠOkada AmericaⅡ

∝海外販売店
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国内事業拠点

幌営業所ߏ

盛岡営業所

中部営業所

北陸営業所

四国営業所

広島営業所九州営業所 仙台営業所

アイヨンテック

社・海外事業所ߎ
関西支店

ί全国営業ᵏᵐ拠点、製造ᵏ拠点ὸ

横浜営業所
東京オフィス

東京ߎ店
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Okada America , Inc

9海外事業拠点ί３拠点ὸ

崒崓崨アメ嵒崓
崒ハイ崒支店

崒崓崨アメ嵒崓
テキ崝ス支店

崒崓崨アメ嵒崓本社
ك崒レ崜ン州ポ嵤崰嵑ン崱ق



海外販売先比率ί’ᵏᵕ/ᵑ期ὸ

北米
63％

欧州
４％

南米
≔％

ア⇞ア
30％

⇐セアニア

≕％
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84

％

㻝6

％

海外事業

国ෆ事業
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15.5%

43.6 %13.7 %

11.8 %

5.7 %

4.3 %
5.4 %

油圧ブ−∞⇑

部品販売

つかみ機
そ↝他

修理

売上構成比ίᵏᵕ/ᵑ期ὸ

圧砕機
環境関連機器

※ 2016ᖺ4᭶～2017ᖺ3᭶ 当社売ୖ構成比



13%

42% 40%

油圧ブ−∞⇑大割機 小割機

主力製品とその国内シェア

39%

鉄骨⇑ッタ∞

日ᮏ建設機械工業会発表資料を䜒䛸䛻当社作成䠄’16/4～’17/3 累計䠅
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７8年
以上築岷上げた

崾嵑ン崱⼒
世界各国への
代理店展開

充実した
ア崽崧嵤
崝ポ嵤崰

業界
崰ッ崿シェア

営業嵣開発岶
一体となった

商品開発体制
徹底した

品質管理

当社の強Ớ
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�17/3期 業績
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15ᵏᵕ/ᵑ期 連結業績ί要点ὸ

�連結売上高ƸᲫᲭᲫ億ᲫᲦᲭᲪᲪ万όᲢ前期比ᲥᲲ.Ჳ％Უ

�経常利益ƸᲫᲪ億ᲳᲦᲬᲪᲪ万όᲢᲥᲯᲫ．Ხ％Უ

�国ϋƸ、新工場本格稼動にǑǔ増産、商品群Ʒ充実、
バイオマス発電向け大型破砕機Ʒ販売好調等にǑǓ、
ᲫᲫᲪ億Ძ,ᲲᲪᲪ万όᲢᲥᲫᲭ.Წ％Უ

�海外Ƹ、北米を中心に需要ƕ一服すǔƱ共に、
ό高影響もあっƯᲬᲪ億ᲳᲦᲯᲪᲪ万όᲢ▲Ჳ.Ხ％Უ

※≋≌内↞前年同期比



売上高 実績推移

0

5,000

10,000

15,000

5,294 

8,266 8,475 

10,371 

11,943 12,043 

13,113 

’11/3期 ’12/3期 ’13/3期 ’14/3期 ’15/3期 ’16/3期 ‘17/3期
ك実績ق

単位ق百万円ك
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7期連続増収、過去最⾼売上を更新

過去
最高

過去
最高

過去
最高
過去
最高
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�朝霞新工場稼動にǑǔ増産ư、主力ן砕機Ƹ堅調に推移
�環境関連機器ƕᲥᲮᲪ．Ჲ％Ʊ大Ɩく伸びǔ
�海外Ƹ資源価格低迷・期首ƔǒƷό高もあǓ▲Ჳ．Ხ％

5,043 5,043 5,049 

5,715 
6,231 6,291 

6,293 

6,113 

6,113 
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516 60 2 37 

217 
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5,043ᵏᵔ/ᵑ ᵏᵕ/ᵑ

ᅽ砕機

䝤䝺䞊䜹

環境機械 䛴䛛䜏機

海外

ᵏᵕ/ᵑ期 売上高増減要因

補財䞉修理 そ䛾

12,043

13,113

国内 海外
単位≋百万円≌
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1,092
単位ق百万円ك
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経常利益 実績推移

海外での減収・円⾼影響あॊも、国内増収・輸入品原価低減によॉ＋51.4％

過去
最高

過去
最高

’11/3期 ’12/3期 ’13/3期 ’14/3期 ’15/3期 ’16/3期 ‘17/3期
ك実績ق

過去
最高
過去
最高
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�国ϋƸ増収及び輸入品原価低減にǑǓ大幅増
�朝霞新工場Ʒ減価償却費ƕ増加
�海外Ƹ減収Ʊό高影響にǑǓ減少

721

1092

601
14

117 64
53 10

100
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500

700

900

1100

1300

1500

721ᵏᵔ/ᵑ ᵏᵕ/ᵑ

国ෆ粗利

海外粗利

Ⅽ替影響

販管費
影響 そ䛾

ᵏᵕ/ᵑ期 経常利益増減要因

721
1,092

䠘䝉䜾メン䝖利益䛻䛴い䛶䠚

単位≋百万円≌

䠝䠰新築
減価償却
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機種別売上推移

単位≋百万円≌

ー15/3期 ー16/3期 ー17/3期 前期比
ك％ق

崾レ嵤カ 1,000 700 706 6 0.9

圧砕機 4,992 4,814 5,480 666 13.8

環境関連機器 1,278 1,265 1,781 516 40.8

つかみ機 406 509 569 60 11.8

補材嵣修理 1,954 1,893 1,891 2 0.1

その他 422 553 591 37 6.9

国内計 10,052 9,730 11,018 1,287 13.2

海外計 1,890 2,313 2,095 ▲217 ▲9.4

連結計 11,943 12,043 13,113 1,069 8.9
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地域別売上推移

単位≋百万円≌

ー15/3期 ー16/3期 ー17/3期 前期比 前期比
(%)

北海道 405 324 487 163 50.3
東北 1,591 1,476 1,468 ▲8 ▲0.5
関東 2,951 3,217 3,716 499 15.5

中部嵣北陸 1,180 1,234 1,321 87 7.1
関⻄ 1,048 1,042 1,207 165 15.8

中国嵣四国 673 911 1,027 116 12.7
九州 1,306 1,220 1,492 272 22.3

その他ق本社営業部扱ك 898 305 299 ▲6 ▲2.0
国内計 10,052 9,730 11,018 1,287 13.2
海外計 1,890 2,313 2,095 ▲217 ▲9.4
海外比率(%) 15.8 19.2 16.0 ▲3.3 －

連結計 11,943 12,043 13,113 1,069 8.9
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23中長期経営計画 䛂䜰䞊䝏2020作戦䛃 骨子

1 䛆国 ෆ 戦 略䛇 䝞䝸ュ䞊䝏䜵䞊ン強

2 䛆海 外 戦 略䛇 䡞現地䡟䛸䡞提携䡟䛾機動的選択

3 䛆経営基盤強䛇 持続的成長䛾土ྎ䛵く䜚

財務目標 䝖䝸䝥䝹 䛂10䛃営業目標 䝖䝸䝥䝹 䛂䠎䛃

䐟 連結売ୖ高 㻞倍(㻞㻜㻜億䠅

䐠 主要製品国ෆ䡸ｪ䡭 㻞割䜰䝑䝥

䐡 海外売ୖ 㻞倍

䐟 売ୖ高伸び率(ᖹ均) 10％以ୖ

䐠 売ୖ高営業利益率 10％以ୖ

䐡 自己資ᮏ利益率䠄䠮䠫䠡䠅 10％以ୖ

×

全社目標 䝖䝸䝥䝹 䛂1䛃

䛊୍流䛋 ୍流䛾䝥䝻集団 䛻䜘䜛

䛊୍級䛋 ୍級䛾製品䞉サ䞊ビ䝇 䛻䜘䜚

䛊୍強䛋 業界 䠪䠫䠊䠍 䛾企業䜾䝹䞊䝥を目指す

䝖䝸䝥䝹䛂1䛃を目指し䛶䚸2020ᖺ䛻橋を䛛け䜛䚹

䜰䞊䝏 䜰䞊䝏

2015.5.15බ表資料䜘䜚
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2016ᖺ度䛾振䜚返䜚 䠘業績推移䠚

84 
103 

119 120 

131 

䇻䠍䠎 䇻䠍䠏 䇻䠍䠐 䇻䠍䠑 䇻䠍䠒

売ୖ高
億

(ᖺ度䠅

592 

866 892 
760 

1,106

䇻䠍䠎 䇻䠍䠏 䇻䠍䠐 䇻䠍䠑 䇻䠍䠒

営業利益

百万

(ᖺ度䠅

469 491
574

438

696

䇻䠍䠎 䇻䠍䠏 䇻䠍䠐 䇻䠍䠑 䇻䠍䠒

親会社株主䛻帰属す䜛

当期純利益

(ᖺ度䠅

百万

45 

59 
65 68 

䇻䠍䠎 䇻䠍䠏 䇻䠍䠐 䇻䠍䠑 䇻䠍䠒

純資産

(ᖺ度䠅

億

過去最高 過去最高

過去最高 74
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項目 ෆ容

生産ᣑ大
2016ᖺ4᭶䛛䜙䜰䜲䝶ン䝔䝑䜽朝霞新工場䛜ᮏ格稼働し生産力䠎䠌％䜰䝑䝥䚹

人材育成䛸部材䞉原材料䛾確保䛻䜘䜚更䛺䜛増産を目指す䚹

国ෆ営業強

䞉東京ᮏ店䚸横浜営業所䠄2015ᖺ4᭶䠅䚸東京䜸䝣䜱䝇䠄2015ᖺ8᭶䠅䛾3ᣐⅬ
体制䛷首都圏を強し売ୖ䠍䠑％䜰䝑䝥䚹

䞉陸営業所を移転新設䚹環境配慮し䚸大型ᅽ砕機䛾メン䝔䝘ン䝇䛻䜒対応䚹

䜾䝻䞊䝞䝹展開

䞉米国ෆ最大䝬䞊䜿䝑䝖䛻3ᣐⅬ目䛸し䛶䝔䜻サ䝇支店䠄2016ᖺ1᭶䠅を新規
開設䚹納期短縮䛸修理対応䛷顧客対応力を強䚹

䞉欧米様䛾改良型ᅽ砕機を開発し䚸䝗䜲䝒䚸米国䛷䛾展示会等䛷発表䚹

䜰䝣䝍䞊ビ䝆䝛䝇
当社䛾強䜏䛾自社メン䝔䝘ン䝇体制充実䛻加え䚸協力整備工場䛸䛾連携
体制䛾構築を図䜛䚹

新商品

䞉䠯䠮䠟䠄鉄筋鉄骨コン䜽䝸䞊䝖構造䠅用解体機䛂䠰䠯䠮䠟䝅䝸䞊䝈䛃䛾販売䛜
ᅽ砕機䛾販売増加䛻寄与䚹

䞉解体物件䛾大型䚸䝅䝵ベ䝹䛾大型䛻対応した䜽䝷䝇最大級䛾ᅽ砕機
䛂䠰䠯-Ｗ䠞䠎䠐䠌䠌䛃䠄取付䡸䡪䢉䢚䢕䡴䢓䡹100ﾄ䢙以ୖ䠅を開発し発売䚹

2016ᖺ度䛾振䜚返䜚 䠘主要施策䛾進捗状況䠚



ARCH2020

© 2017 Okada Aiyon Corporation䠊 All Rights Reserved䠊

26
2016ᖺ度䛾振䜚返䜚 䠘経営目標䛾進捗度䠚

䐟 主要製品国ෆྎ数䝅䜵䜰

䇺14ᖺ度 䇺15ᖺ度 䇺16ᖺ度 自己評価

油ᅽ䝤䝺䞊䜹 16% 12% 13% ×

ෆ䞉大型機種 18% 16% 17% 䕧

小割機 41% 39% 39% 䕧

ෆ䞉大型機種 42% 49% 55% ◎

大割機 37% 39% 42% ○

ෆ䞉大型機種 37% 48% 52% ◎

鉄骨䜹䝑䝍䞊 41% 47% 40% 䕧

ෆ䞉大型機種 39% 51% 56% ◎

※ 日ᮏ建設機械工業会作成資料䛻基䛵䛝当社推定

大型機種䠙取付䝅䝵ベ䝹䜽䝷䝇30䝖ン以ୖ
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0.0
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油ᅽ䝤䝺䞊䜹
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大割機
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小割機

0.0

20.0
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䇻14ᖺ度 䇻15ᖺ度 䇻16ᖺ度

鉄骨䜹䝑䝍䞊

全体䝅䜵䜰 30ﾄ䢙以ୖ 20ﾄ䢙以ୖ30ﾄ䢙ᮍ満 20ﾄ䢙ᮍ満

2016ᖺ度䛾振䜚返䜚 䠘経営目標䛾進捗度䠚

※ 日ᮏ建設機械工業会作成資料䛻基䛵䛝当社推定

䠘取付䝅䝵ベ䝹䜽䝷䝇別䝅䜵䜰推移䜾䝷䝣䠚
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2016ᖺ度䛾振䜚返䜚 䠘経営目標䛾進捗度䠚

䐠 海外売ୖ高䞉海外売ୖ比率

䇺14ᖺ度 䇺15ᖺ度 䇺16ᖺ度 自己評価

海外売ୖ高 1,890百万 2,313百万 2,095百万 䕧

海外売ୖ比率 15.8% 19.2% 16.0% 䕧

䠄参考䠅
䜸䜹䝎䜰メ䝸䜹
䝗䝹ベ䞊䝇売ୖ高

12.2百万䝗䝹 13.4百万䝗䝹 12.2百万䝗䝹 䕧
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2016ᖺ度䛾振䜚返䜚 䠘経営目標䛾進捗度䠚

䐡 財務目標

䇺14ᖺ度 䇺15ᖺ度 䇺16ᖺ度 自己評価

売ୖ高
伸び率

17.4% 0.8% 8.9% ○

売ୖ高
営業利益率

7.4% 6.3% 8.4% ○

䠮䠫䠡 9.2% 6.5% 9.7% ○
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2017ᖺ度 コ䞊䝫䝺䞊䝖䝇䝻䞊䜺ン

䇾䠏䛴䛾䛂䠟䛃䇿

2017ᖺ度䛾取組方針

䠟䠤䠝䠨䠨䠡䠪䠣䠡 ～ 新しい試䜏へ䛾挑戦

䠟䠤䠝䠪䠣䠡 ～ 環境激変を先取䜚した変革

䠟䠤䠡䠟䠧 ～ ｺ䢙䢈䢛䢓䡮䡭䢙䡹䞉異常値ﾁｪ䡫䡴
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2017ᖺ度䛾取組方針

2017ᖺ度基ᮏ施策

䇾䠫䠧䠝䠠䠝ඵ策䇿

䐟 自由䛺発想䛷䛾戦略商品䛾開発

䐠 海外戦略䛾見直し䛸実行

䐡 䜰䝣䝍䞊ビ䝆䝛䝇体制䛾充実䛸ベ䞊䝇売ୖ䠄修理䞉補材䠅䛾増強

䐢 䜰䝷䜲䜰ン䝇を含䜑た事業規模䛆輪䛇䛾ᣑ大

䐣 全社業務䛾効率

䐤 社員満足度䛾向ୖ

䐥 コン䝥䝷䜲䜰ン䝇䛸䝸䝇䜽管理

䐦 人員確保及び䜻ャ䝸䜰䝟䝇䛾設計䞉活用䛻䜘䜛効果的䛺人材育成



2015

2016

2016.11

2017.4

2017中

EU内販売代理店が17カ国拡大

現地在庫設定開始

欧州仕様ᑠ割機2機種ᑟ入

更３カ国で代理店設定予定

VAT納税番号取得より顧客側の複雑࡞

手続が不要

欧州市場䛾開拓
32



現ᅾ17䞄国䛷代理店設定完了
䠄今ᖺ度中䛻20䞄国䛻ᣑ大予定䠅

※青䛜設定済
䠋䜸䝺ン䝆䛿設定予定

欧州市場䛾開拓䠄代理店設定状況䠅
33



●オランダᲢロッテルダムᲣに販売用倉庫を拡充し、ＥＵ圏ϋƷ販売を拡大
●今期中に、オランダへ現地駐נ員事務所も開設予定

欧州市場䛾開拓䠄販売網ᣑ充䠅 34
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䝻䞊䝸ン䜾䝥䝷ン 䠘業績計画䠚

過去䠏䞃ᖺ実績 䝻䞊䝸ン䜾䝥䝷ン䠄䇺17～䇻19䠅

䇻14ᖺ度 䇻15ᖺ度 䇻16ᖺ度 䇻17ᖺ度 䇻18ᖺ度 䇻19ᖺ度

売ୖ高 11,943 12,043 13,113 14,000 15,000 16,000

営業利益 892 760 1,106 1,250 1,350 1,500

経常利益 947 721 1,092 1,250 1,350 1,500

親会社株主䛻帰属す䜛

当期純利益 574 438 696 810 880 980

(百万䠅
業績 3䞄ᖺ計画

海外売ୖ高 1,890 2,313 2,095 2,550 3,050 3,600

海外売ୖ比率 15.8% 19.2% 16.0% 18.2% 20.3% 22.5%
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業績 3䞄ᖺ計画䠄当初計画比䠅

実績 䝻䞊䝸ン䜾䝥䝷ン䠄’17～’19䠅

䇻16ᖺ度 計画比 䇻17ᖺ度 計画比 䇻18ᖺ度 計画比 䇻19ᖺ度 計画比

売ୖ高 13,113
＋113

䕦387
14,000

0

䕦1,000
15,000

0

䕦1,500
16,000

䠉

䕦2,000

営業利益 1,106
＋206

䕦44
1,250

＋180

䕦100
1,350

＋90

䕦200
1,500

䠉

䕦250

経常利益 1,092
＋192

䕦58
1,250

＋180

䕦100
1,350

＋90

䕦200
1,500

䠉

䕦250

親会社株主䛻帰属す䜛

当期純利益 696
＋116

䕦4
810

＋120

+10
880

＋70

䕦70
980

䠉

䕦70

[計画比] ୖ段䠖前ᖺﾛ䡬䢔䢙䡴䢚䢈䢛䢓䢙計画比䠄䇻16ᖺ作成䠅
ୗ段䠖䡭䡬ﾁ2020作戦計画比 䠄䇻15ᖺ作成䠅

䝻䞊䝸ン䜾䝥䝷ン 䠘業績計画䠚

(百万䠅
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過去䠏䞃ᖺ実績 䝻䞊䝸ン䜾䝥䝷ン䠄䇺17～䇻19䠅

䇻14ᖺ度 䇻15ᖺ度 䇻16ᖺ度 䇻17ᖺ度 䇻18ᖺ度 䇻19ᖺ度

売ୖ高
伸び率

17.4% 0.8% 8.9% 6.8% 7.1% 6.7%

売ୖ高
営業利益率

7.4% 6.3% 8.4% 8.9% 9.0% 9.4%

䠮䠫䠡 9.2% 6.5% 9.7% 10.0% 10.0% 10.0%

䝻䞊䝸ン䜾䝥䝷ン 䠘業績計画䠚

財務目標 3䞄ᖺ計画



安定的Ầつዒዓ的な利益還元 38
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䠄予定䠅



株主優待制度 39

保᭷株式数 ෆ 容

䠍䠌䠌株以ୖ 䜽䜸䜹䞊䝗 1,000分

200株以ୖ 䜽䜸䜹䞊䝗 2,000分

500株以ୖ 䜽䜸䜹䞊䝗 3,000分



当社株価の状況
40

株価 1,235円

時価総額 8,927百万円

配当予想 24円

PERق予ك 10.53倍

PBRق実ك 1.15倍

配当利回りق予ك 1.94％

最低投資⾦額 123,500円

2017年5月15日終値ベ嵤ス
كYahoo崽ァイナンスよりق

＜当社株価の５ヶ年推移＞

＜当社株価と日経平均の５ヶ年比較＞



Ẑ環境展ẑへの出展ίᵓ/ᵐᵑ日～東京ビッἂサイトὸ 41



新商品紹介 42

ᾀ．ᵲᵱ-ᵵᵠᵐ4ᵎᵎᵴ

首都圏を中心に、近年
大型ビἽ等の解体が増加し、
超大型機のニーズが高い

↓
ᵲᵱ-ᵵシἼーズの

最大開口幅ἴἙἽを開発

ᾁ．ᵲᵱ-ᵵᵏᵎᵎᵎᵡᵴ

鉄骨を多用した大型プἻンἚの
解体需要も増加

↓
鉄骨ỽッἑーについても
大型機種を開発



ご清聴ありầとうごằいộẲた

䠘注意事項䠚

ᮏ資料中䛾予想䛿䚸決算発表日現ᅾ䛻䛚い䛶入手

ྍ能䛺情報䛻基䛵䛝作成した䜒䛾䛷あ䜚䜎す䚹

実際䛾業績䛿今後種々䛾要因䛻䜘䛳䛶異䛺䜛結果䛸

䛺䜛ྍ能性䛜あ䜚䜎す䚹


